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事 業 報 告 書  

２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日まで 

 

                         公益財団法人 札幌交響楽団 

 

公益財団法人札幌交響楽団は、定款第２章第３条に基づき、交響管弦楽による音楽芸術の普及向上

に関し、必要な事業を行い、もって札幌市及び北海道における文化と教育の振興に寄与することを

目的とする事業を行った。        

 

定款第２章第４条に掲げる事業を次のように行った。 

２０２１年度のオーケストラによる公演 

（１）札幌交響楽団を編成し、及び維持すること。 

１．評議員、役員等及び事務局 

  評議員１９名、理事２０名、監事２名、事務局員１４名 

２．交響楽団の編成 

首席指揮者、名誉音楽監督、友情客演指揮者、指揮者 各１名、楽団員７２名 

ステージスタッフ、ライブラリアン及びパーソネルマネージャー 計５名 

（２０２２年３月末日現在） 

 ３．首席指揮者、名誉音楽監督、名誉指揮者、指揮者及び楽団員は、次の回数の公演に出演し練 

   習に従事した。 

   首席指揮者 マティアス・バーメルト 出演回数１０回、練習日数 ５日 

名誉音楽監督 尾高忠明   出演回数 ４回、練習日数 ７日 

友情客演指揮者 広上淳一   出演回数 ７回、練習日数 ８日 

指揮者 松本宗利音   出演回数１９回、練習日数 ６日 

交響楽団としての出演回数は合計９２回（録音、録画用演奏２公演含む）、 

これらの練習日数合計９１日 

この他小編成による教育や福祉関係の活動２９回 

なお交響楽団として移動日等も含めての稼働日数は１８９日 

   

（２）交響管弦楽の演奏を行うこと。 

１．自主公演 計３４公演 

【定期演奏会】１６公演を実施 

２０２１年４月から２０２２年３月までに１プログラムにつき２回ずつ計１６公演を開催

した。 

定期演奏会は札幌交響楽団の活動の主軸になる公演。バーメルトが３回計６公演に出演する

予定だったが、２回は新型コロナウイルス感染予防による水際対策のため来日できず、１回

計２公演に出演した。３回計６公演で指揮者を変更して開催。尾高が１回計２公演、広上が

１回２公演を指揮した。 
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【hitaruシリーズ新・定期演奏会】４公演 

２０２１年４月から２０２２年３月までに hitaru での新・定期演奏会は４公演を開催した

が、うち２公演は水際対策のため来日できず、指揮者を変更して開催した。また１公演は楽

団員にコロナウイルス感染者を確認、やむをえず曲目を変更して開催した。 

 

【名曲コンサート】４公演を実施 

予定した４公演を開催したが、うち１公演は水際対策のため来日できず、指揮者を変更して

実施した。 

 

【特別演奏会】１０公演を実施 

○札幌市内公演（主催：札響単独） ６公演 

１．２．札響ポップス・コンサート Vol.18（２公演）   ７月１４日 

３．  札響ふきのとうホール演奏会  ８月 １日（中止） 

４．５ 札響夏休みスペシャル２０２１（２公演）  ８月１５日 

６．  エリシュカ生誕９０年記念演奏会※        １０月１３日（中止） 

７．８．札響の第９（２公演）              １２月１１日、１２日 

９．  札響ふきのとうホール演奏会  ２月 ５日（中止） 

※周年特別事業会計で実施予定であった 

○北海道内地方公演 ３公演を実施 

  １．  中川公演   ５月２３日（中止） 

２．  浦臼公演  ９月 ２日（中止） 

３．  名寄公演  ９月１８日 

４．  深川公演  ９月１９日（中止） 

５．  小樽公演    １月１５日 

６．  苫小牧公演 ３月１６日 

中川公演と浦臼公演は２０２０年度からの延期公演だったが再度中止。 

○東京公演      ２月 ８日（実施） 

 

２．依頼公演 ３６公演を実施 

○札幌市内公演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２回 

○北海道内地方公演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４回 

札幌市内の依頼公演５公演、札幌市外公演６公演が新型コロナウイルスのために中止となっ

た。札幌市芸術文化財団、北海道新聞社、北海道電力、北洋銀行、北海道銀行、北海道公立

学校教職員互助会、日本放送協会はじめ多くの団体、自治体の支援を受けて開催した。 

 

（３）青少年の音楽鑑賞及び演奏に関し、指導を行い、その普及を図ること。 

オーケストラによる音楽教室２０公演を実施 

○札幌市内公演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８回 

○北海道内地方公演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４回 

○北海道外公演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８回 
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北海道外公演は、文化庁からの依頼により大阪府、和歌山県、滋賀県での公演を実施。 

札幌市内の依頼公演７公演、札幌市外公演３公演が新型コロナウイルスのために中止となっ

た。Kitara ファーストコンサート５公演中止に替わる収録を行った（公演回数には含めず）。 

 

楽団員によるワークショップ（体験型音楽教室）や楽器講習会では、学生と音楽を通して交

流を深め、鑑賞するだけでなく演奏に参加する感動も広めることができた。（計１２回） 

 ○ワークショップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１回 

 ○芸術鑑賞会等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１回 

 

（４）その他この法人の目的を達成するために必要な事業を行うこと。 

６０周年記念事業 

○６０周年記念演奏会（第６４０回定期演奏会）１９６１年９月の第１回定期演奏会から６０ 

 年後の９月定期演奏会を記念演奏会として開催。なお、当初「エリシュカ生誕９０年記念演 

 奏会」の実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染予防対策により指揮者の来日の 

 見込が立たず、中止とした。 

○６０周年記念ＣＤ等  

「ラドミル・エリシュカフェアウェルコンサート」の録画 Blu-rayをキングインターナショ 

 ナルから販売 

「尾高忠明指揮札幌交響楽団シベリウス交響曲全集」３枚組ＣＤをフォンテックから販売 

「岩城宏之指揮札幌交響楽団１９８２武満徹世界初演曲集」ＣＤをフォンテックから販売 

○６０周年記念ＣＤ収録（周年特別事業会計） 

 バーメルト指揮札幌交響楽団『森の響フレンド札幌交響楽団コンサート～バーメルトとワル 

 ツを』をライブ収録したＣＤをフォンテックから販売 

○公式ホームページ６０周年記念特設ページを開設 

○Ｋｉｔａｒａギャラリー展『札幌交響楽団ものがたり』を開催 

○６０年史デジタル版 （周年特別事業会計）２０１１～２０２２の歩みを編纂 

 

その他の広報宣伝活動 

○プログラム・ニュースレターでの告知とホームページ・フェイスブック・ツィッター・イン 

スタグラムからの情報提供 

         自主公演では毎回、楽曲解説、楽団の活動報告、寄附のお願いを掲載したプログラムを発行 

      公演来場者及び会員、関係先に配布。演奏会の開催状況、出演者・プログラムの変更等を 

      ニュースレターで発表したほか、随時インターネット経由で告知した。 

     ○その他の公演事業 

アンサンブル（１４回）コンサートホール以外の様々な場所でも演奏し、クラシック音楽に

接する機会が少ない方にも札響の存在をアピールした。 

   ○支援学校、病院等への訪問演奏（４回）特別支援学校や病院等に楽団員が出向き、コンサー 

    トに出かけることのできない方々に音楽鑑賞の機会を提供、社会貢献活動を行った。 

   



札幌交響楽団
2021年度活動報告

公益財団法人 札幌交響楽団
https://www.sso.or.jp

２０２２年５月９日作成



札幌交響楽団の活動
オーケストラ演奏会 計９０公演

■自主公演(34公演) 

定期演奏会(札幌市内) 16公演＋4公演

札幌市内 10公演 ※中止3公演(周年公演含む)

北海道内 3公演 ※中止3公演

北海道外 1公演

■依頼公演(36公演)

■音楽教室(20公演)

(参考)2019年度内訳→

教育・地域活動、アンサンブル演奏 計３０公演

総計１2０公演

自主公演(定期)

22.2%

自主公演(特別・市内) 

11.1%

自主公演(特別･市外) 

4.4%依頼公演(市内) 

24.5%

依頼公演(道内)

15.6%

音楽教室(市内) 

8.9%

音楽教室(道内) 

4.4%

音楽教室(道外)  

8.9%

2022度演奏会内訳



自主公演
入国規制による出演者と曲目の変更等はありました

が、可能な限り演奏会の実施に努めました。

◼ 定期演奏会 ２０公演

２つのシリーズで２０公演を予定
定期演奏会 ８プログラム １６公演
新・定期演奏会 ４プログラム ４公演

◼ 札幌市内公演 １０公演

札響名曲コンサート（４公演）
札響ポップスコンサート（２公演）
アキラさんの大発見コンサート（２公演）
札響の第９ in Kitara （２公演）

※札響シンフォニック・ブラス 開催見送り

※ふきのとうホール演奏会 ２回中止
※６０周年事業「エリシュカ記念公演」 開催中止

◼ 北海道内公演 ３公演

９月 名寄公演
１月 札響ニューイヤーコンサートin小樽
３月 苫小牧公演

※ ２０２０年度から延期開催予定の中川公演は中止
同じく延期予定の浦臼公演は２０２２年度に再延期

※ 深川公演は２０２２年度に延期開催で調整

◼ 北海道外公演 １公演

２月 東京公演２０２２ (東京・サントリーホール)

11月の名曲コンサートは、バーメルトがあたた

めていた思い入れのあるワルツ・プログラムを。
公演と同時にライヴ・レコーディングを行い、３
月末に記念事業としてCDをリリースしました。

2年ぶりの東京公演は、バーメルトの入国が

かなわず、指揮のユベール・スダーンに出演
いただき、予定どおりの開催することができま
した。 写真：三浦興一

Kitaraの工事中は、定期演奏会はhitaruを代

替会場に開催。その最後となった７月は名誉
音楽監督の尾高忠明が小曽根真との共演し、
コロナによる規制の一時解除を目前に待ちか
ねた多くのお客様に来場いただきました。

札響が主催する演奏会



依頼公演
まん延防止措置などの規制により、演奏会開催が難し
い状況も続きました。しかし演奏会における感染対策の
ノウハウの蓄積、また、収容率制限の解除などもあり、
企業・団体による依頼公演の数も増えてきました。

札幌市内公演 ２２公演

札幌芸術文化財団主催(Kitara、hitaru) ４公演

７月にリニューアル再オープンとなったKitaraで恒例の
コンサートが開催されました。また、hitaruの歌劇「魔笛」
は2022年度正指揮者就任を発表した川瀬賢太郎が指揮で
登場しました。

・Kitara→ ７月 Kitaraのバースデイ／１２月 Kitaraの
クリスマス／１月 Kitaraのニューイヤー

・hitaru→ １１月 歌劇「魔笛」

各企業・団体主催 １８公演

２０２１年度も前半を中心に演奏会の中止が続きました。
しかし、北海道電力、ビルボードクラシック、あいプラン、
北海道テレビ放送、さぽーとさっぽろ、日本演奏連盟など、
コロナ禍初年度も継続開催の企業・団体に加え、PMF、
北海道信金などのコンサートが２年ぶりの復活開催となり
ました。また、北海道銀行７０周年コンサート、札幌オリン
ピック５０周年式典、札幌市中央区成人式などの記念事業
の開催、さらには、日本放送協会による公開収録や映像付
コンサートなども開催され、演奏会の復活と、それを楽しみ
に来場されるお客様が戻ってくる兆しが感じられました。

◼ 道内各地の公演 １４公演

北海道新聞社、北海道電力、北洋銀行、北海道公立学校

教職員互助会、企業による補助と、各自治体、会場ほか
関係機関の協力のもと、以下１４の市町で演奏会を開催
することができました。

えりも／函館／芽室／標茶／江別(年度内延期開催)／富良
野／帯広(ジュニアクラシックコンサートから内容変更)／紋別／
滝上／安平／旭川／岩見沢／千歳／石狩

企業、自治体などの依頼で
行う演奏会

２月の千歳公演は、３月で任期を満了とな
る指揮者の松本宗利音がベートーヴェンを
指揮し、大きな拍手をいただきました。

９月開催の北海道銀行７０周年コンサート
(写真提供：北海道銀行)

７月、８か月間の休館を終え、Kitaraが再
オープン。再度の開館を祝うバースデイコ
ンサートに出演しました。



音楽教室
コロナ禍も２年目に入り、子どもたちに直接音楽を届けることが少しずつ求められるようになり、
ました。調整の結果、実施が可能となった音楽教室もありました。

◼ Kitaraファーストコンサート ６公演

札幌市内の全小学6年生を対象とした「Kitaraファースト
コンサート」は、9月開催予定の5公演が中止となり、代替
として収録配信を行いました。11月末～12月に予定の6公
演については、来日を果たしたマティアス･バーメルトの指
揮で開催することができました。

◼ ジュニアクラシック ６公演

北海道新聞社などの助成を受けて、道内各地で開催する

ジュニアクラシックコンサートのうち、旭川、苫小牧での
開催は中止となりました。登別、小樽の2公演については、
時期を変更して開催。また帯広では子ども向けを中止し、
代わりに一般向け公演が行われました。
音更、共和町でのジュニアクラシックコンサートは計画ど
おり開催することができました。

Kitaraを会場に予定されていた４つの高等学校のジュニアクラシックコンサートのうち２校は開
催することができました。

◼ 文化庁主催･文化芸術による
子供の育成事業(巡回公演) ８公演

８公演
文化庁主催の巡回公演として、大阪府、和歌山県、滋賀
県の８校の小中学校を訪問しました。実施にあたっては、
受け入れ学校と入念な協議の上、感染対策への配慮を
行い、事前訪問のワークショップとオーケストラ演奏会を
無事に実施することができました。

青少年向けに音楽の

楽しさを伝える演奏会

６月から１２月に時期をずらして実現
した登別市でのジュニアクラシックコ
ンサートには、２０２２年度にコン
サートマスター就任の会田莉凡が
客演コンサートマスターとして出演し
ました。

コロナ禍で学校行事の少ない子
どもたちにとって、貴重な機会と
なっていました。



教育・地域活動、
アンサンブル演奏会

演劇など他ジャンルのアーティスト連携す
るアートキャラバン、プロスポーツ団体であ
るファイターズの試合会場での演奏など、
地域を活気づけるための取り組みに楽団
員たちが積極的に出向きました。

小学校を訪問し、楽団員が子どもたちと交
流するワークショップも限定的に再開しま
した。また、特殊支援学校を対象としたス
クールコンサートも道内各地３校で実施し
ました。

定期演奏会の会場でお楽しみいただいて
いたロビーコンサートは、オンラインでご
覧いただくこととし、楽団員たちのコメント
も添えて、配信しました。

十分な対策を施したうえで、福祉施設や地
域のホールなどで身近に音楽をお届けす
るアンサンブル演奏も実施し、生の音楽の
喜びを感じていただきました。



公式ホームページに特設ページを開設し札響の歴史を紹介すると同時にインスタグラム
の公式アカウントで現在の札響を発信、みなさまに札響６０周年を知っていただくため
様々な角度からの情報伝達に努めました。
また、毎年恒例のKitaraギャラリー展も、６０周年記念特別展として歴代の指揮者を中心
に札響の歩みをご覧いただきました。なお、展示にあわせ、新たにエリシュカの首像も公
開しました。
５０年史以降の１０年を中心とした６０年史につきましは、デジタル版としてweb上で資料と
ともに公開することとし準備を進めています。将来的には、全史がweb 上でご覧いだたけ
るように整備していくこととしております。

６０周年記念事業

● ６０年の歴史と現在の札響の発信

● 記録録音、録画のリリースと、最新CDの発売で札響の音を未来へ

６０周年を機会に、貴重な札響の記録音源、映像がCD、ブルーレイとなってリリースされ
ました。
武満が愛した札響を証明する武満徹初演演奏会の様子を収めた
ドキュメンタリーCDはグラモフォン・レーベルで世界に向けて発売。
札響のシベリウスは改めて全集となって広く紹介されました。さら
に、まだ記憶に新しいエリシュカとの最後の演奏会の模様は札響
初のブルーレイ作品となりました。
記録だけではなく、札響の現在を収めて未来につなぐものとして、１１月にバーメルト指揮
による初のレコーディングを実施、６０周年記念CDとして年度末にリリースしました。

● 記念定期演奏会の開催、もうひとつの公演の断念

１９６１年９月、第１回定期演奏会から６０年後の９月
「第６４０回定期演奏会」を６０周年記念演奏会として
開催しました。指揮は、首席指揮者マティアス・バーメ
ルトがなんとか１年半ぶりの来日を果たして登壇。当
初予定の札響合唱団との共演曲は見送られましたが、
代わりに演奏したブルックナーの交響曲第７番は、困
難の中迎えた記念事業への楽団員、お客様の思いが
あふれ、心に残る演奏となりました。
年度末には、この演奏会の模様が有料配信となり、
改めて多くの方に札響６０周年を知っていただく機会となりました。

周年記念演奏会として、もう１公演「エリシュカ生誕９０周年記念コンサート」を予定していま
したが、愛弟子として指揮を予定していたフルシャの来日がかなわず、当初の企画を実施
することが実現できなかったことは、大変残念でした。

https://www.sso.or.jp
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